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中間テスト、終わる… 

 

中学生になって初めての定期考査が終わりました。緊張していた人も多くみられましたが、入学

してから約１か月の学習の成果を十分に発揮できましたか？自分なりに精一杯の努力を重ねるこ

とができましたか？ 

ところで突然ですが「あなたは勉強好きですか？」と聞かれたとき、どう答えるでしょう。「嫌

いに決まってるじゃん！好きな人なんかいるの？」という声もちらほら聞こえますが、ではあなた

は何のために勉強するのでしょう。「何となく、とりあえずやったほうが良さそうだから、〇〇が

やったほうがいいっていうから、将来〇〇高校に進学したいから、義務だから（実はみなさんの義

務ではないのですが）などと、なかなか自発的な意思で学習の目的をもっている人はまだまだ少な

いようです。中には「点数がいいと〇〇がもらえるから」とちゃっかりしている人もいそうです。 

 

以前こんな場面に出会ったことがあります。電車の中で小さな子どもがたどたどしく駅名を読ん

でいます。「う」「え」「の」、「お母さん上野だよ！」。ちいさな子どもにとっては読めたことが純粋

にうれしかったのでしょう。君たちにも覚えがあると思いますが、「あれ何？」「これはどうして？」

など、周りの人に質問攻めにして、なんでも知りたがったことがあるでしょう。もし、この子ども

たちに「どうしてそんなに知りたいの？」と聞いたら、「誰かにほめられたいから、やれって言わ

れたから、いい進路に進みたいから」とは決して答えないでしょう。 

小さな子どもにとっては単純に未知のことを知りたい、わかりたいだけなのです。人には本来こ

うした「知識欲」や「好奇心」があります。いや、この「知識欲」や「好奇心」があるからこそ人

間なのです。現在のあなたに「知識欲」や「好奇心」はなくなってしまいましたか。いやいや、そ

んなことはないでしょう。もし、世界で初めて発見された動物がいたら見たいと思いませんか。宇

宙人が発見されたら会ってみたいと思いませんか。 

 

今まで知らなかったことが明らかになる。今までわからなかったことがわかるようになる。今ま

でできなかったことができるようになる。これらは人間にとって大きな喜びなのです。たくさんの

失敗を重ねながらも、決してあきらめないこと。そして「知識欲」「好奇心」「探求心」を失わなか

ったことがここまで人類の進歩を支えてきたといってもいいでしょう。 

 

答案が返却されて結果に一喜一憂する姿も見られましたが、今の皆さんにテストの結果よりも大

切なのは、満足できる結果が残せた人は何が良かったのか、逆に満足できる結果が得られなかった

人は何が足りなかったのか。それをしっかり振り返ることです。それが今回のテストの結果以上に

大切な、みなさんの学習の成果につながるのですから。中学校生活も、君たちの人生もまだまだ始

まったばかり。今から、ここからです。 


